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ビーカー メスフラスコ ホールピペット 三角フラスコ ビュレット
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⑴式から　242g

⑵式から 　17g

シュウ酸の物質量：0.100×　　  ＝1.00×10－2 ［mol］

シュウ酸結晶（式量126.0）の質量：126.0×1.00×10－2＝1.26［g］

100
1000

水酸化ナトリウム水溶液濃度をx［mol/L］とすると、

x×　　  ＝2×0.100×　　　

1.26g

3.69%

○ ○ ○シュウ酸標準溶液
で、2,3度洗う。

　　　　滴定に用い
る水酸化ナトリウム水
溶液で、2,3度洗う。

ビーカーの水溶液をメスフラスコに移した後、20mLほどの純水でビーカーを洗い、
その洗液もメスフラスコに移す操作を2度行なう。
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∴ x＝0.1796
　　≒1.80×10－1［mol/L］

食酢のモル濃度を y［mol/L］とすると、
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y
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6.466×10－1×60.0
1000×1.05

1.80×10－1mol/L

その質量％濃度は、　　　　　　　      ×100＝3.694≒3.69［%］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第1イオン化エネルギー 1 18

80％ ⑤ ①

第１電子親和力

同位体 質量数 原子量

天然染料 合成染料 アゾ

アゾ染料 イオン 水素

スルホ 陽イオン 陰イオン

樹脂 1

色素 染料 顔料

24Mgの存在比を x％とすると

水性ガス1000Lの物質量は　　  ＝44.6［mol］

24.0×　  ＋25.0×　  ＋26.0×　　　　

∴ x＝80.0≒80［％］

x
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100－x－10.0
100

＝1,00×24.3
1000
22.4

⑴式でのCの消費量：44.6×　　 ×12.0＝241.9≒242［g］45.2
100

⑵式でのCの消費量：44.6×　　 ×12.0＝17.1≒17［g］3.2
100

∴　　 　　 ＝464.6≒465［ml］11.5×32.0
0.792
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　　 ×100＝12.4［％］6.4
51.6

⑵式で生じた水素は二酸化炭素の2倍で全体の3.2×2＝6.4［％］で
ある。よって、全水素に対する割合は、 12.4％

465ml

CO（気）+H2O（液）＝CO2（気）+H2（気）－3kJ

CO（気）+2H2（気）＝CH3OH（液）＋129kJ

生成するメタノールの最大物質量は44.6×　　×　＝11.5［mol］

流出したH2SO4の物質量は、

（0.20×　    －0.10×　　 ）×　＝2.4×10－3［mol］

∴ MgSO4agのモル濃度 ：　　　　 ＝1.2×10－1［mol/L］

答式

1.2×10－1 mol/L

  　　×　　  ＝1.796×10－1×　　　 ∴y＝0.6466×10－1［mol/L］ 
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NaO3S ［N≡N］＋Cl－

SO3Na NaOHHCl
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